
介護福祉士等現況把握調査（平成  
20年虚実施）の結果について  
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介護福祉士等現況把握調査の結果概要について   

財団法人社会福祉振興■試験センターは、厚生労働省からの補助金を受けて、社会福祉士・  
介護福祉士・精神保健福祉士有資格者に対し、有資格者の就労状況及び就労意識等に関する調  
査を実施した。  

【調査の概要】  

1．調査時期等   

平成20年7月1日現在の状況について、本年9月22日に調査票を送付し、10月22日までを回答期限とした。  

2．調査回答者の状況   

平成20年3月末時点における3資格全ての登録者770，896人に対し登緑情報の確認を行った際に、本調査   
に同意した有資格者308，583人（有資格者全体の約40％）へ調査票を送付し、186，379人（有効回答率約   
旦9墾）から有効回答を得た。  

3．調査回答者の保有資格の状況   

調査回答者の保有資格は、① 社会福祉士26，624人（飽1旦塑）② 介護福祉士152，564人（勉旦星型）   
③ 精神保健福祉士7，191人（飽旦塑）であった。  

4．調査回答者の就労状況  

調査対象者の就労分野の状況は、   

① 福祉・介護分野で就労している者 …142，980人（勉三三墾）   
② 他分野で就労している者 ‥■15，800人（飽旦塑）   

③ 現在就労していない者・・・27，599人（飽通塾）   

であった。   



【調査結果】  

Ⅰ 福祉・介護分野で就労している者の状況  

1．就労している職場での職種の状況   

有資格者の就労している職場での職種を見ると、社会福祉士・精神保健福祉士では「相   
介護福祉士では「介護職員」の割合が最も高く、過半数を超えていた。   

また、社会福祉士一精神保健福祉士では飽趣程度が「施設長・管理者」であった。  

2．福祉・介護分野における通算従事年数   

有資格者の福祉・介護分野における通算従事年数を見ると、通算従事年数が5年以上である者の割合は社   
会福祉士で70％、介護福祉士で飽些些、  

3．決まって支給される給与等の状況  

精神保健福祉士で約60％となっており、介  福祉士が  も高かった。  
l≡≡ヨ   

○ 正規職員の給与（月額）  

社会福祉士・・・249，389円  

○ 賞与（年間）  

社会福祉士…781，420円  

○ 資格手当（月額）  

社会福祉士…14，100円   

介護福祉士・・・200，715円   

介護福祉士…490，767円   

介護福祉士・・・10，802円  

精神保健福祉士…247，120円   

精神保健福祉士・・・778，141円   

精神保健福祉士…15，544円  

4．福祉・介護分野での就労継続意向   

福祉・介護分野での就労継続の意向を見ると、社会福祉士・介護福祉士の飽馳、精神保健福祉士の飽   

60％が「現在の職場、現在と同じ職種で働きたい」と回答した。一方、有資格者の約10％程度が「福祉・介   
護分野から離れたい」と回答した。   

5．資格取得lこよるメリツト   

資格取得者の資格取得によるメリットを見ると、有資格者の約30％が「特に変化はない」と回答した。  
この他、社会福祉士・介護福祉士では「自信を持って業務に取り組むことができるようになっh、精神   

保健福祉士では希望していた職種に就くことができた」の割合も高かった。   



卜   

Ⅱ 他分野で就労している者の状況  

Ⅱ 現在就労していない者の状況  
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潜在的介護福祉士の福祉・介護分野への復帰意向   

潜在的介護福祉士の福祉】介護分野への復帰意向を見ると、約半数以上が何らかのかたちで  
福祉・介護分野への復帰意向を有している。  

64，1％  

包是非戻りたい■条件があえば戻りたい□戻りたくない□わからない■不明  圏是非戻りたい■条件があえば戻りたい□戻りたくない□わからない●不明  

※ N＝19，164人  ※ N＝7，220人  

資料出所：平成20年財団法人社会福祉・振興試験センター「介護福祉士等現況把握調査」  18   



福祉・介護分野で就労している3福祉士の男女別構成割合  

○ 介護福祉士は、社会福祉士・精神保健福祉士に比べ、女性の割合が高い。  

⊆   

（出典）平成20年財団法人社会福祉・振興試験センター「介護福祉士等現況把握調査」  19  



福祉・介護分野で就労している3福祉士の職場での職種の状況  

○ 介護福祉士は、社会福祉士・精神保健福祉士に比べ、経営者・施設長クラスになっている   
者が少ない。   



福祉・介護分野で就労している3福祉士の正規・非正規職員構成割合  

○ 介護福祉士は、社会福祉士・精神保健福祉士に比べ、非正規職員の割合が高い。  

（出典）平成20年財団法人社会福祉・振興試験センター「介護福祉士等現況把握調査」  21   



福祉・介護分野で就労している3福祉士の正規職員の給与（月給）の状況  

○ 介護福祉士は、社会福祉士・精神保健福祉士に比べ、正規職員の給与（月給）の水準が低い。  

（出典）平成20年財団法人社会福祉・振興試験センター「介護福祉士等現況把握調査」  22   



福祉・介護分野で就労している3福祉士の資格手当（月額）の状況  

○ 介護福祉士は、社会福祉士・精神保健福祉士に比べ、資格手当（月額）の支給を受けている   
者の割合は若干高いものの、資格手当の水準は低い。  

（出典）平成20年財団法人社会福祉・振興試験センター「介護福祉士等現況把握調査」  23   



福祉・介護分野で就労している3福祉士の仕事を行う上での不満や悩み  

○ 介護福祉士は、社会福祉士・精神保健福祉士に比べ、給与・諸手当に関する不満、体力面   
での悩みを抱えている者の割合が多い。  

こやりがいがない   4．9％   4．3％   4．4％   

職場  の人間関係が悪い   10．2％   10．1％   9．8％   

給与・諸手当が低い  47．6％   59．7％   45，4％   

非正規職員から正規職員になれない  5．7％   6．7％   5．5％   

昇進等将来の見通しがない  19．0％   15．4％   19．5％   

社会的な評価が低い  23．9％   27．0％   18．4％   

夜勤や休日出勤など不規則である  6．7％   10．0％   5．9％   

業務の負担や責任が重すぎる  32．8％   30．5％   29．1％   

仕事がきつくて体力的に不安がある  10．6％   24．3％   9．2％   

仕事と家庭の両立が難しい  10．5％   9．4％   10．4％   

福利厚生に不満  5．7％   6．7％   7．2％   

通勤  こ不便である   3．9％   2．2％   5．9％   

自分の能力を伸ばすゆとりがない  13．1％   9．0％   13，6％   

利用者とのコミュニケーシ］ンがうまくとれない  1．3％   1．0％   1．2％   

その他  10．1％   8．0％   9．1％   

特にない  9．0％   6．0％   11．6％   

不明  1．0％   1．2％   1．4％   

（出典）平成20年財団法人社会福祉・振興試験センター「介護福祉士等現況把握調査」  24   



福祉・介護分野で就労している3福祉士が現在の仕事を続けていく上で改善して欲しいこと  

○ 介護福祉士は、社会福祉士・精神保健福祉士に比べ、給与水準の改善、有給休暇や育児休   
業等の取得しやすい環境整備を求める者の割合が高い。   

腰痛対策のため福祉用具等 

（出典）平成20年財団法人社会福祉・振興試験センター「介護福祉士等現況把握調査」  25   



施設・事業所における能力開発  
への認識・取組状況等について  
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介護職員が抱える利用者及びその家族への悩み、不安、不満等（複数回答）  

○ 約5割の介護職員が利用者に適切なケアができているか不安と回答。  
く霊位：％）  

0  5  10  15  20  25  30  35  40  45  50  

利用者に適切なケアができているか不安がある  

介護事故（雫云倒、！呉唆その他）で利用者に怪我をおわせてしまう不安がある  

利用者と家族の希望力｛一致しない  

利用者はイ可をやってもらっても当然と思っている  

利用者の家族が必要なサポート・葦里解をしてくれない  

（医行為以外で）定められたサービス以外の仕事を要求される  

良いと思ってやったこと力く利用者に葦里解されなしヽ  

利用者の行動が理解できずに対処方法が分力、らない  

利用者や、その家族との人間関係がうまくいカ、ない  

蕪じられている医行為を求められる  

その他  

利用者及びその家族について特に悩み、不安・不満等は感じていない  

介護事故（転倒、  利用者及びその  

利用者に適切な   誤唆その他）で  利用者と家族の  利用者は何を   利用者の家族が  （医行為以外で）  良いと思ってやっ  利用者の行動が  利用者や、その  禁じられている医   家族について特  
に悩み、不安・不  

か不安がある  おわせてしまつ不  い  その他        ー J ケアができている  利用者に怪我を  希望が一致しな  やってもらっても  必要なサポート・ 理解をしてくれな  定められたサー ビス以外の仕事  たことが利用者 ‾ されなヽ  理解できずに対 処方法が分から  家族との人間関 係がうまくいかな  行為を求められ る  
満等は感じてい  

安がある   ない   

全体（n＝18，035）   49．3   30．9   29．0   26．9   22．4   17．9   17．7   10．9   7．9   7．0   1．6   11．8   

※平成20年度介護労働実態調査（財団法人介護労働安定センター）  2  



介護職員が働＜職場の取り組み状況と働く上での悩み、不安、不満等の解消（複数回筈）  

○ 約4割の介護職員が介護能力の向上に向けた研修を充実すべきと回答。   

定期的な健康診断の実力屯  

採用時l二おける千金・】出精時間のi托明  

への対応マニュアノし作成等の体制づくリ  

ヒめる際の職員の要望をIyIく機会の真生産  

介護＃巨力の向上に「句けた研修   

三】鍵カ、ら指卓事や助言を受ける機会の設定  

介芸事l＝関する事傍け検討会の開催  

ノアlこつしヽて上司と相王炎する機会の言受定  

介護青旨力l二見合った1土手への西己置  

靂■某所のヰ目貫炎凄遅助体制の言生二定  

介護肯巨力を適切に評佃iするしくみ  

助しやすしヽ力垣互生づくりや福祉機器の去■入  

役立つと考えられることばなしヽ  

事故やトラブルへ  

働き方や仕事l内容、キャリ  

t十分行われている（n＝18．035）  一役立つと思う（n＝18，0ヨ5〉  

（単位：％）  

事故やトラフ「  実務の申で、  伸助き万や仕事  
役立つと考え  
られる‾とlま  

時l問の豆克明   を受lナる機会  と書目盲炎する機  定事明的な健康  採用時lこおlナ   Jレへの≠寸応マ  1力務体篤l」を決 める際の閲見  すト音1曾巨力の向   」＝司や先1Eカヽ ら書  介言霊Iこl≡窮する ■■個l検王寸食   内容、キーサリア l‾しヽて上司  介言霊曾巨力lこ＿見 Aた仕事へ  事業所の本日三炎 ま翼月力体詩Ijの設  介喜肇肯巨力を適 切t■i平†i巧する  介助しやすしヽ 施書生づくりや  そのイ也      診断の実施  る1■金・勤務   ＿1ア／レイ乍成 雪辱の体稀Ij‾＝iく  
リ   

ち：しヽ   

の亘生産   嚢の亘生定   

十分そ亨われてしヽる  59．4   39．1   38、3   36＿5   28．5   27．5   24．5   24．4   17．5   14．8   11．7   10．7   0．5   1．3   
（n＝18，035）  

役立つと思う  35．2   29．5   36．4   36．9   43．5   35．6   36．3   39．9   30．2   24．7   31．0   28．9   0．9   0．7  
（∩＝18．035）  

※平成20年度介護労働実態調査（財団法人介護労働安定センター）  
′ヽ                                            ∠  



介護職員の早期離職防止や定着促進のための方策についての事業者側の認識（複数回筈）  

○ 約4割の事業者は、早期離職防止・定着促進のため、能力開発の充実が必要と回答。  
（阜1立：％）   

10  20  30  40  50  60  70  

月戦場内の仕事上のコミュニケーションの円テ骨化を【図っている  
（定期的なミーティング、意見交換会、チームケア等）  

労働時間（時間帯・総労働時間）の希望を聞く  

賃金・労働時間等の労働条件（休暇をとりやすくすることも含める）を改善する  

非正社員から正社員への転換の機会を設けている  

能力開発を充実さセ・る（社内研修実施、社外喜ヰ習等の受講・支援等）  

経営者・菅王聖者と従来貞が種嘗方曇十、ケア方i十を共有する機会を設ける  

能力や仕事ぶりを評価し、酉己置や処遇に反映する  

福利I夏生を充実させ、耳戟場内の交三蔵を深める  

健康対策や健l蒙管理に力を入れている  

悩み、不満、不安ち：どの相娩窓口を！受けている（メンタルヘルスケア）  

1折人の指導担当・7’ド′くイ‾ザーを置いている  

職場環境を整える（休憩室、l蛾！舌圭、出社時に座れる席の確保等）  

一雄職I里由をうす析し、早期I酢凱防止や定着促進のための方策に役立てる  

子育て支援を行う（子供】賛かり所を！釘ナる。保育費用支援書）  

その他  

特に方策はとっていない  

It場内の仕事上  
の：⊃ミュニケー  悩み、不満、不安  1tl■】1彿を整え  

ションの円滑化を 囲っている  労働時間（時間 帯・】乾労働暗闇l）  1金・労■義時lⅥ 等の労●一兵件 （休暇をとりやす  非正社員から正 社■への転換の  能力開発を充実 させる（社内研欄 実施社外講習  経営書・管理者と 従業員が鮭嘗方 針ケア方さ十を共  能力や仕■ぷリ を喜平価し、l矧■や  福利J事生を充実 させ、1t場内の  健慮対策や鍵慮 管理に力を入れ   などの相談悪口 を設けている（メ  新人の指導担 当・アド′くイザー   る（休憩室、談曹舌 呈出社時に座  離■理由を分一折 し、早期▲1t防 止や定暮促進の  子育て支攫を†ラ う（子供預かり所   特に方策はとっ  ていない   
る）を改善する   （定期的なミー ティング、鳶こ見交 換金 ア）   等）   立てる   その他  

、チームケ  

ア等）   

全体（n＝5，198）   63．4   60、3   52．6   41．4   40．7   35．7   34．0   28．4   25．3   23．1   18．2   17．9   8．8   6．9   1．7   3．7   

※平成20年度介護労働実態調査（財団法人介護労働安定センター）  



介護職員に対する教育・研修の状況についての事業者側の認識（複数回答）  

○ 過半数の事業者は、自治体や業界団体が実施する研修に積極的に参加させていると回答。  

（単位：％）  

自治体や、業  教育・研修の  能力の向」ニカく  
界【司体力く主催  教育・研修書十  採用時の教   責任者（兼任   

そのイ也   ：：E】 三  

條lこlま積極的  実させてしヽる  lま担当部署を  
lこ参カロさせる   決めてしヽる   しヽる   組んでしヽる   

全体（n＝10，611）   50．0   51．7   39．0   34．0   29．3   30．2   27．0   10．5   1．3   11．9   

※平成20年度介言篭労働稟態調査（貝オ匡l法人介護労イ勤安定センター）   
0   



事業所における採用時の教育・研修（複数回答）  

○ 約85％の事業所で職員の採用時に何らかの研修等を行っている。  

介   接   宮法   感   理間   策職   の安   そ   ない   無   （ない  

護   遇   理人   染   の題   鼻   応全   の   いず   回   再つず  
技  ・   症   手解   の   急対   他   れ   ご虫こ   掲てれ  
術   マ   ・事   予   順決   腰   措策  も  ）いか  

回答数  ナ  ケ業  防  痛  置（  rT  るを  
知  ア所  対   苦  予  等手  つ  お  

策   情  防  ）故  

金I組  

て  識  方の  
仇  女ト  賠  l．＼  

2職種（介護職員＋訪問介  
10，611   些；●  63．2  56．0   54．6  36．6  23．3  53．6   3．5   4．6   10．5  84．9   

護員）合計  

うち介護職員  4，010  ヱ乙旦  69．2  54．2  57．9  44．2  26．5  57．2   4．1   4．7   7．5  87．9   

うち訪問介護員  6，601   旦旦A  59．5  57，1   52．6  31．9  21．2  51．4   3．1   4．6   12．3  83．0   

訪問系   3．303   鎚£   68．2   52．8   56．3   45．4   26．3   56．3   4．1   4．8   9．6   85．6  

介  

護  4，011   ＿週止   62．9   62．0   57．2   32．3   24．0   54．8   3．4   3．3   11．2   85．5  
保  

険  
サ  

l  3，083   鎚遥   58．7   52．3   49．5   32．3   18．8   49．0   3．2   6．2   9．9   83，9  
ビ  

ス  

系  
型  31   LtO 61．3   48．4   54．8   61．3   22．6   67．7   12．9   6．5   19．4   74．2  

別  

無回答   183   鎚』   55．2   49．2   54．6   39．9   23．0   54．1   1．1   3．8   20．2   76．0   

（単位：％）  

※「事業所における介護労働実態調査（平成20年度介護労働実態調査）」（財団法人介護労働安定センター）  

※「介護保険サービス系型別」の区分については、次のとおり。   

・「訪問系」：訪問介護、訪問入浴介護、訪問看護、訪問リハビリテーション、居宅療養管理指導、夜間対応型訪問介護、居宅介護支援   

・「施設系（入所型）」＝短期入所生活介護、短期入所療養介護、特定施設入居者生活介護、認知症対応型共同生活介護、地域密着型特定施設入居者生活介護、  

地域密着型介護老人福祉施設入所生活介護、介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療施設   

・「施設系（適所型）」：通所介護、通所リハビリテーション、認知症対応型通所介護、小規模多機能型居宅介護   

・「その他」：福祉用具貸与、特定福祉用具販売、福祉用具貸与、特定福祉用具販売  31   



職員の採用時研修受講の有無  

○ 半数程度の職員が採用時研修を受講したと回答。  

無回答  

■受けない  

†受けナ＝  

訪問介護員  

介主筆支‡翼専門員  

P T・O T・S T  

」■三豊師・准ヨ■護士  

（参考）全I断種   

［亘】答労働者数（人）   受lナた   受lナなしヽ   無［亘】答   

．≡：－圭 ≦≧   7，682   53．5   44．6   2．0   

訪問介護員   3，781   56．1   41＿1   2．7   

介護支援専P弓員   1，938   43．8   54．2   2．1   

PT - OT - ST 140   41＿4   57＿1   1．4   

看護白市・准看護士   1，060   39．2   58＿4   2．4   

（参考）全職種   18，035   52＿6   45．2   2．2   

※「介護労働者の就業実態と就業意識調査（平成20年度介護労働実態調査）」（財団法人介護労働安定センター）  

※「（参考）全職種」の回答労働数は、サービス櫨供責任者、訪問看護員、生活相談員、その他、無回答の分は除いているため、上記職種の回答労働者数を足しあげてもー致しない。32   



F   

事業所における過去1年間の教育・研修等の実施（複数回答）  

○ 約88％の事業所で過去1年間（平成19年10月～平成20年9月）に職員に対して何らかの研修等を   
行っている。  

介   儀介   の安   譲   報情  保スコ   事   研資   そ   ない   無   （ない  

護   法護   応全   遇   告報  護・ン   例   修格   の   いず   固   再つず  
技   令保   急対  方共   ププ   検   取   他   れ   答   掲てれ  
妬   険   措策   マ   法有   ララ   討   得  も  ）いか  

回答数  制  置（  ナ  イイ  の  †丁  るを  
知  度  等事  記  バア  た  つ  お  

や  録   シン  
聞   陪  

め  て  適  ）故  
の  い  

2職種（介護職員十訪問介  

護員）合計  
10，611  ヱ皇ユ  38月  63．9  56．4  48．8  44．8  50．0  19．9   3．与   1．6  10．9  87．5   

うち介護職員  4，010  ヱ旦ユ  45．2  63．5  62．6  56．3  51．6  54．2  20．6   3．4   1．7   8．0  90．3   

うち訪問介護員  6．601  ヱま呈  34．9  64．1  52．6  44．3  40．6  47．4  19．5   3．7   1．5  12．6  85．9   

訪問系   3，303  ユ∈辿  45．0  60．4  60．8  55．9  50．9  53．6  19．0   3．0   1．7  10．4  87．9  

介  

護  4．011  ヱ旦旦  35．7  69．0  56．8  44．7  42．1  48．4  22．6   4．5   1．2  10．9  87．9  
保  

険  
サ  

1  3，083  ヱ乙皇  36．5  61．4  51．6  47．1  41．9  48．7  17．4   3．2   2．0  10．5  87．5  
ビ  
ス  

系  
型  31  封起  41，9  61．3  61．3  54月  48．4  54．8  22．6  3．2  22．6  74．2  

別  

無回答   183  立退  34．4  56．3  48．1  41．0  38．8  41．5  20．8  1．6  22．4  76．0   

（単位：％）  

※「事業所における介護労働実態調査（平成20年度介護労働実態調査）」（財団法人介護労働安定センター）  

※「介護保険サービス系型別」の区分については、次のとおり。   

・「訪問系」：訪問介護、訪問入浴介護、訪問看護、訪問リハビリテーション、居宅療養管理指導、夜間対応型訪問介護、居宅介護支援   

・「施設系（入所型）」：短期入所生活介護、短期入所療養介護、特定施設入居者生活介護、認知症対応型共同生活介護、地域密着型特定施設入居者生活介護、  

地域密着型介護老人福祉施設入所生活介護、介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療施設   

・「施設系（通所型）」：適所介護、通所リハビリテーション、認知症対応型通所介護、小規模多機能型居宅介護  

■「その他」：福祉用具貸与、特定福祉用具販売、福祉用具貸与、特定福祉用具販売  33  



職員の過去1年間の教育・研修等の受講回数（複数回答）  

○ 職員の過去1年間（平成19年10月～平成20年9月）の研修の受講回数は全職種の平均で約4回。   
職種別にみると、介護支援専門員が6．6回と最も回数が多い。  

介言隻職員．  1～2回穏便   

■3～5【司‡星座   

周6へ・7回程度   

■8′－10同車里鹿   

く11回以上   

一無【司答   

■平】勾回数  

訪問介護貞．  

介護支援専門貞．  

P T・O T・S T  

看言隻白市・准看護士  

（参考）全職種  

恒】答労働者数（人）   1～2回程度   3～5垣］程度   6～7回程度   8～10回程度   11【司以上   無回答   平均【司数   

介護職員   5，385   旦⊇⊥旦   31．1   4．3   5．3   3．5   2．4   3．4   

訪問介護員   2，794   46．3   30．1   4．6   7．6   8．2   3．1   4．1   

介護支援専門員   1，806   19．5   38．5   7．9   16．3   13．9   3．9   6，6   

PT・OT・ST   109   34．9   33．0   13，8   7．3   8．3   2．8   4．9   

看護師・准看護士   827   47．9   34．7   5．6   5．0   5．0   1．9   3．7   

（参考）全職種   13，824   44．0   33．7   5．3   7．8   6．5   2．7   4．2   

※「介護労働者の就業実態と就業意識調査（平成20年度介護労働実態調査）」（財団法人介護労働安定センター）  

※「（参考）全職種」の回答労働数は、過去1年間に研修を受講したと回答した労働者の数であり、全職種の内訳はサービス提供責任者、訪問者議員、生活相談員、その他、無回答の分は除いているため、   

の回答労働者数を足しあげてもー致しない。  上記職彗4   




